
樹氷見学と白洲次郎トークイベント in 蔵王 2013

・ 期 日：2013年2月22日（金）～24日（日）

・ 場 所：山形蔵王温泉スキー場

・ 宿泊先：「蔵王上ノ台ロッジ」 （電話：023-694-9158）

http ://homepage2 .n i f ty .com/uwanoda i lodgezao/

・ 募 集：6名～20名

・ 参加費用：各自自己精算

（交通費、宿泊代、リフト代、保険など）

・ 締め切り：2013年2月15（金） （担当：矢口まで）

・ 山荘見学：2月24日（日）13：00～14：30 

（山荘のみの見学者は￥500-、上ノ台ロッジ宿泊者は無料）

＜行事予定＞
・２／２２（金）：午前中「蔵王上ノ台ロッジ」入り、午後スキーを楽しむ（希望者にはコーチ可能）
・２／２３（土）：終日蔵王でスキーを楽しむ、天気が良ければロープウェイで蔵王山頂へ

山頂に上がりビールで乾杯！！（昨年は吹雪で大変でした。笑）
夜は上ノ台ロッジにて白洲次郎/ヒュッテ・ヤレンのトークイベント

・２／２４（日）：午前中天気が良ければスキーを楽しむ。13：00～14：30ヒュッテ・ヤレンご案内。

現地集合/現地解散。

宿のみ手配します。

★申し込みは、下記アドレスまで

矢口正武（自宅）

gennki-kuma@mcpoint.net.jp

白洲次郎が東北電力初代会長時代に蔵王を気に入り、ヨーロッパの山荘を模したヒュッテ・ヤレン（現三宅
山荘）を建てスキーを楽しんだのが、昭和32年～昭和34年でした。

ビールやチーズをザックに詰めて蔵王スカイケーブルに乗り、ドッコ沼から歩いて蔵王山頂を目指しました。
山頂付近の雪原で冷やしたビールを仲間と楽しく飲んだことが「次郎と正子」に描かれています。

ヒュッテ・ヤレンで珈琲を淹れたり、仲間と将棋を指したり、ソファーで寛ぐ白洲次郎のお宝写真50枚も入手
することが出来ました。
これらの写真をご紹介するとともに、スキーを楽しみながら、なぜ蔵王を「東洋のサンモリッツ」にしようと思い

立ったのか、日本のスキー場が衰退した原因は何か、スキー場を抱えるまちがどうしたら昔の賑わいを取り
戻すことが出来るのか、皆さんで自由に楽しく考えてみたいと思います。

蔵王山頂に向かう白洲次郎

(白井氏提供）


